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パネル発 表 『デ ザ イ ン理 論 」48/2006

"紙 管素 材 に よ る チ
ェ ロ,ビ オ ラ,バ イオ リ ン"

塚田 章/京 都市立芸術大学

弦 楽 器 の 代 表 で あ る チ ェ ロ,ビ オ ラ,バ イ

オ リン は木 を 素 材 と して 制 作 され,そ の 構 造,

デ ザ イ ンは 数 百 年 前 に決 定 した ま ま今 日 に至

る まで 殆 ど変 わ らず に存 在 して い る。 近 年,

電 子 デ ィバ イ ス に よ る それ ら楽 器 の リ ・デ ザ

イ ン は在 るが,ア コ ー ス テ ィ ック の楽 器 と し

ての新しいデザインは皆無である。本研究の

目的は,木 という素材を離れ,新 たな素材に

相応 しい新しい構造を導きだす事によって,

アコースティックの弦楽器に新たな音楽表現

の可能性を求めようとするものである。
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パ ネ ル 発 表 で展 示 さ れ た チ ェ ロ,ビ オ ラ,

バ イ オ リンは,紙 管素 材 をベ ー ス に制 作 さ れ

て い る。 ネ ック,ビ オ ラ,バ イオ リン の顎 当

て,チ ェ ロの テ ー ル ピー ス は伝 統 的 楽 器 に用

い られ て い る メー プ ル を用 い,指 板,ペ グ に

は エ ボ ニ ー を 用 い て い る。

デ ザ イ ンの ポ イ ン トは弦 の張 力 を支 持 す る

為 の 構造 体 と,音 を響 か せ る共 鳴箱 を別 ピー

ス 化 して 分 離 出 来 る こ とで あ る。 こ の分 離 共

鳴ユ ニ ッ ト構 造 に よ り,楽 器 の チ ュー ニ ン グ

を共 鳴 ユ ニ ッ ト部 に修 正 を加 え る事 で簡 便 に

行 え る。 更 に,様 々な素 材 或 い は,電 子 デ ィ

バ イ スを 組 み 入 れ た サ イ レ ン トユ ニ ッ ト等,

共 鳴 ユ ニ ッ トの バ リエ ー シ ョ ン展 開 が 可 能 と

な る。 紙 管 素 材 を カー ボ ン素 材 に置 き換 え る

事 で,極 めて軽 量 か つ 堅牢 な楽 器 と して の 更

な る展 開 が 期 待 され る。
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